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被 災 の 状 況

◉
平
成
23
年

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
発
災

３
月
12
日　
無
料
バ
ス
運
行
開
始

３
月
13
日　
が
れ
き
撤
去
作
業
開
始

３
月
14
日　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

３
月
17
日　
仙
人
峠
道
路
通
行
規
制
解
除

３
月
18
日　
住
宅
相
談
、
生
活
相
談
窓
口
を
シ
ー
プ
ラ
ザ
に
開
設

３
月
23
日　
市
内
保
育
所
の
再
開

４
月
１
日　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
通
常
供
給
再
開

４
月
６
日　
Ｊ
Ｒ
釡
石
線
運
転
再
開

４
月
11
日　
か
ま
い
し
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
開
局

４
月
11
日　

 

生
活
再
建
支
援
相
談
窓
口
設
置
／
り
災
・
被
災
証
明
発
行

開
始

４
月
14
日
〜
26
日　
市
内
各
小
中
学
校
新
年
度
授
業
再
開

４
月
21
日　
仮
設
住
宅
入
居
開
始
（
昭
和
園
）

５
月
６
日　
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
訪
問

６
月
11
日　
復
興
釡
石
新
聞
創
刊

７
月
12
日　
断
水
解
消
（
被
災
地
以
外
）

８
月
１
日　
生
活
支
援
相
談
員
配
置

８
月
１
日　
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
の
運
行
開
始

８
月
４
日　
釡
石
第
２
魚
市
場
が
再
開

８
月
10
日　
仮
設
住
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

８
月
26
日　
復
興
天
神
15
商
店
街
完
成
…
県
内
第
１
号

９
月
23
日　
震
災
６
カ
月
・
合
同
慰
霊
祭

10
月
１
日　

 

岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
本
部
「
釡
石
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を

設
置

10
月
11
日　
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
仮
復
旧

10
月
17
日　
鵜
住
居
地
区
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設

12
月
22
日　

 

釡
石
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
策
定

◉
平
成
24
年

１
月
16
日　
唐
丹
小
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

１
月
17
日　
唐
丹
中
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

２
月
26
日　
釡
石
港
湾
口
防
波
堤
復
旧
工
事
着
工

２
月
27
日　
鵜
住
居
小
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式

４
月
６
日　
釡
石
東
中
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

４
月
16
日　
か
ま
い
し
ま
る
ご
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

４
月
25
日　
青
葉
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10
月
10
日　
に
こ
に
こ
バ
ス
が
運
行
開
始

11
月
４
日　
釡
石
花
巻
道
路
／
釡
石
〜
釡
石
西
「
即
年
着
工
」
起
工
式

11
月
22
日　

 

新
浜
町
魚
市
場
一
部
竣
工
式
典

◉
平
成
25
年

　
３
月
27
日　
上
中
島
町
に
復
興
公
営
住
宅
竣
工
…
市
内
第
１
号

　
４
月
１
日　
釡
石
・
大
槌
地
域
産
業
育
成
セ
ン
タ
ー
業
務
再
開

　
４
月
14
日　
釡
石
市
球
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
５
月
11
日　

 

岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
機
構
釡
石
サ
テ
ラ
イ
ト
新
設

オ
ー
プ
ン

　
５
月
15
日　
三
陸
沿
岸
道
路
／
釡
石
山
田
大
槌
町
区
間
で
着
工
式

　
５
月
15
日　
上
中
島
復
興
公
営
住
宅
第
１
期
の
入
居
開
始

　
６
月
２
日　
大
町
ほ
ほ
え
む
ス
ク
エ
ア
オ
ー
プ
ン

　
８
月
４
日　
釡
石
は
ま
ゆ
り
ア
ク
ア
ス
ロ
ン

　
８
月
10
日　
鵜
住
居
に
仮
設
追
悼
施
設
完
成

　
８
月
10
日　
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
犠
牲
者
追
悼
式

震災からの出来事

地震の概要

発 生 日 時 平成23年3月11日㈮
14時46分ころ

震 源 三陸沖（牡鹿半島の東南東130km付近）
規模／震度 マグニチュード9.0／震度6弱（市内中妻町）

津波の概要
第 一 波 3月11日　14時台　　-119cm
最 大 波   　11日　15時21分　9.3m
※ 気象庁（釡石港湾合庁の痕跡などから推定した津波の高さ）
【参考】 （公社）土木学会東日本大震災特別委員会総合調査団資料
 9.2m（釡石湾平田漁港付近・浸水高）
19.3m（両石湾両石漁港背後地・遡上高）
15.4m（大槌湾釡石東中学校近くのがけ・遡上高）

釡石市の被災状況
［人的被害］
　・死亡者数　1,064人
　　 （行方不明者数　151人、関連死認定者数106人を含む）
　・避難者数　9,883人（市内、H23.3.17最大）
［家屋被害］
　・住家数16,182戸のうち4,704戸が被災（29%）
　※ 被災の内訳（全壊2,957戸、大規模半壊395戸、半壊304

戸、一部損壊1,048戸）
［産業関係］
　・ 市内全事業所2,396事業所のうち浸水範囲の事業所数1,382事

業所（全体の57.7%）
　・ 漁業関係　市内3漁協の漁船1,734隻のうち1,692隻が被災

（97.6%）

唐丹町小白浜の現況（上）と
被災直後（下）

浜町の現況（上）と
被災直後（下）

将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
が
持
て
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
回
目
の
３
月
11
日
を
迎
え
ま
し
た
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
御

霊
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す
。
ご
遺
族
の
皆
様
の
今
な
お
癒
え
る
こ
と
の
な
い

深
い
悲
し
み
と
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
無
念
さ
を
思
う
と
、
と
て
も
言
葉
に
表

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
改
め
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
は
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
市
民
を
弔
う
慰

霊
の
場
と
し
て
「
釜
石
祈
り
の
パ
ー
ク
」
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、

犠
牲
者
の
名
前
を
刻
ん
だ
慰
霊
碑
、
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
二
度
と
同
じ
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
と
い
う
市
民
の
誓
い
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
防
災
市
民
憲
章
碑
、
津
波
の
高
さ
を
表
す

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
追
悼
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

震
災
か
ら
８
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
昨
年
末
に
は
や
っ
と
最
後
の
復
興
公
営
住
宅
が
完
成

し
、
こ
の
３
月
に
は
宅
地
造
成
も
完
了
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
な
お
２
９
０
世
帯
余
り
の

方
々
が
仮
設
住
宅
な
ど
で
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
後
の
一
人
ま

で
寄
り
添
い
、
被
災
者
の
住
ま
い
の
再
建
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
は
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
高
速
道
路
や
、
本
県
沿
岸
部
を
つ
な
ぐ
三
陸
鉄
道
リ

ア
ス
線
が
開
通
す
る
な
ど
、
一
歩
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
復
興
に
向
け
取
り
組
ん
で
き
た
も

の
が
形
と
な
り
、
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

市
民
生
活
に
お
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
、

公
共
交
通
の
再
編
な
ど
、
暮
ら
し
に
密
着
し
た
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

解
決
に
向
け
た
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ
９
月
に
迫
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
２
０
１
９
™
釜
石
開
催
を
成
功
に
導
き
、
国
内
外
を
問
わ
ず
頂
戴
し
た
支
援
に
対
し

感
謝
を
伝
え
、
釜
石
の
復
興
の
姿
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
釜
石
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
年
で
す
。
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
で
暮
ら
す
市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
子
ど
も
た
ち

が
将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
が
持
て
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
、
新
た
な
決
意
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

８
年
を
迎
え
て

釡
石
祈
り
の
パ
ー
ク
が

完
成
し
ま
す
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現
　
行

４
月
１
日
か
ら

総合政策課 企画調整係・統計係

オープンシティ推進室 戦略推進係・
国際交流係

震災検証室
定住推進室

総合政策課 企画調整係・統計係
震災検証室
定住推進室
オープンシティ推進室

総務企画部
現
　
行

４
月
１
日
か
ら

高齢介護福祉課 高齢介護係・介護認定係・
在宅医療・介護連携係

地域包括ケア推進室

地域包括支援センター

高齢介護福祉課 高齢介護係・介護認定係
地域包括支援センター

地域包括ケア推進本部
事務局
在宅医療・介護連携拠点

保健福祉部・地域包括ケア推進本部

現
　
行

４
月
１
日
か
ら

都市整備推進室

生活支援室

区画整理係・
都市拠点復興係・
漁業集落復興係・管理係

生活支援係・住宅再建支援係

復興推進本部事務局

事務局
都市整備推進室

生活支援室

区画整理係・
都市拠点復興係・
漁業集落復興係

生活支援係・住宅再建支援係

復興推進本部

４
月
１
日
か
ら

事務局
庶務グループ・施設管理グループ・
広報企画グループ・事業推進グループ・
国際交流センター

ラグビーワールドカップ2019推進本部復興推進本部

ラグビーワールドカップ2019推進本部

執行室の移設

片岸海岸防潮堤への「サイン」掲示のアイデアを募集します
　ラグビーワールドカップ2019™釡石開催にあわせ、世界中からいた
だいた支援への感謝の気持ちを表すため、片岸海岸防潮堤の陸側のり面
に掲示するサインのデザインを次のとおり募集します。
　採用されたサインは、復興事業に係る景観・環境配慮施策の一環とし
て、整備中の片岸海岸堤防に市が作成の上、掲示します。
応募期間　３月15日㈮～４月14日㈰（必着）
アイデアの条件
① 絵や図柄、文字を使用し、大きさは７枠分までとすること（１枠は約
20ｍ四方）
② 枠内の絵や文字などは、縦約１ｍ×横約２ｍの板などを組み合わせた
ドット表示とすること（防潮堤本体には描画できません）
③著作権など権利関係の調整が必要ないこと
応募方法
　住所、氏名、電話番号、サインのアイデアを記載の上、メールまたは
郵送で提出してください

応募先・問い合わせ　市都市整備推進室　管理係　☎27-8437
　　　　　　　　　　〒026-8686　只越町３-９-13　 fukko-toshi@city.kamaishi.iwate.jp

結束バンド穴空け加工ラワン合板（１m×２m）

サインの作成方法

● 地域包括ケア推進本部を設置…独立した組織と
し、地域包括ケア構築を促進します

● 都市整備推進室の管理係を事務局へ移管…復興
事業の完遂を見据え、事業の一体的、効率的な管
理を行います

● オープンシティ推進室国際交流係をラグビーワー
ルドカップ2019推進本部国際交流センターに統
合…国際交流事業を一体的に推進します

● 産業振興部世界遺産課（第３庁舎）を鉄の歴史館
へ移設
● 復興推進本部事務局（第１庁舎）を復興推進本部
（第５庁舎）へ移設
● 農業委員会事務局（教育センター）を農林課内
（第３庁舎）へ移設

● オープンシティ推進室を総合政策課の課内室へ
移行…総合計画の策定と総合戦略の見直しを一
体的に行います

4月1日から市の組織機構の
一部が変わります

問い合わせ　市総務課 職員係　☎27-8411

震震震震震災災災災災災かかかかかかららららららららららららら復復復復復復復復復旧旧・・・復復復復興興興興ののののの足足足足どどどどりりりりり ②②②

震災からの出来事
　
９
月
７
日　
釡
石
よ
い
さ
復
活

　
９
月
８
日　
釡
石
市
郷
土
芸
能
祭
復
活

　
９
月
22
日
〜
23
日　
釡
石
ま
る
ご
と
味
覚
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
復
活

　
11
月
２
日　
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
ご
訪
問

　
11
月
10
日　

 

橋
野
鉄
鉱
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

◉
平
成
26
年

　
２
月
２
日　
新
春
韋
駄
天
競
争

　
４
月
１
日　
釡
石
消
防
署
新
庁
舎
完
成

　
４
月
５
日　
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
運
行
開
始

　
４
月
12
日　
Ｊ
Ｒ
釡
石
線
で
Ｓ
Ｌ
銀
河
運
行
開
始

　
６
月
８
日　
釡
石
百
人
会
議

　
８
月
３
日　
釡
石
は
ま
ゆ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
10
月
31
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
大
会
に
立
候
補

　
12
月
５
日　
タ
ウ
ン
ポ
ー
ト
大
町
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

◉
平
成
27
年

　
３
月
２
日　

 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
開
催
都
市
に
決
定

　
４
月
21
日　
道
の
駅
「
釡
石
仙
人
峠
」
オ
ー
プ
ン

　
４
月
26
日　
釡
石
さ
く
ら
祭
（
唐
丹
町
）

　
７
月
５
日　
橋
野
鉄
鉱
山
が
世
界
遺
産
登
録
決
定

　
７
月　
　
　
釡
石
市
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
整
備
基
本
計
画
策
定

　
12
月
23
日　
釡
石
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

◉
平
成
28
年

３
月
21
日　

 

釡
石
高
校
硬
式
野
球
部
21
世
紀
枠
で
春
の
甲
子
園
出
場

４
月
１
日　

 

岩
手
大
学
農
学
部
食
料
生
産
環
境
学
科
水
産
シ
ス
テ
ム
学

コ
ー
ス
設
置

９
月
〜
10
月 　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ

ン
グ
・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
７
人
制
）
競
技
を
開
催

◉
平
成
29
年

１
月
27
日　
釡
石
漁
火
酒
場
か
ま
り
ば
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

２
月　
　
　

 

唐
丹
小
・
唐
丹
中
学
校
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月　
　
　

 

岩
手
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
地
域
創
生
専
攻
（
修

士
課
程
）
設
置

４
月　
　
　

 

鵜
住
居
小
・
釡
石
東
中
学
校
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月　
　
　
鵜
住
居
幼
稚
園
新
園
舎
で
の
保
育
ス
タ
ー
ト

５
月
８
日
〜
22
日　
尾
崎
半
島
林
野
火
災

５
月
16
日　
釡
石
市
魚
市
場
供
用
開
始

９
月
23
日　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
供
用
開
始

12
月
８
日　
釡
石
市
民
ホ
ー
ル
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
開
館

12
月
27
日　
千
年
橋
開
通

◉
平
成
30
年

２
月
９
日　
市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典

２
月
10
日　
近
代
製
鉄
発
祥
１
６
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
31
日　
釡
石
港
湾
口
防
波
堤
完
成

８
月
19
日　

 

釡
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

11
月
16
日　
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
釡
石
開
催

12
月
15
日　
ミ
ッ
フ
ィ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

12
月
19
日　
市
内
最
後
と
な
る
浜
町
復
興
公
営
住
宅
完
成

◉
平
成
31
年

３
月
９
日　

 

三
陸
沿
岸
道
路
（
市
内
区
間
）
、
東
北
横
断
自
動
車
道
釡

石
秋
田
線
（
全
線
）
開
通

３
月
11
日　
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
概
成

３
月
11
日　
釡
石
市
防
災
市
民
憲
章
制
定
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※各数値は3月末現在のものですが、平成31年のみ1月末現在です

出生数
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H26年
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H28年
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-1,311
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H30年
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1,031
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34,240

H31年
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（戸） （世帯）応援職員・NPOなど被災者 住宅の自力再建

※再建数は、生活再建支援金の「加算支援金（建設・購入）」申請済み世帯数

218
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H31年
2月

1,814
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H28年
2月

1,043

779
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H30年
2月

1,439
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2,427
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H26年
2月
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H24年
2月
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2,640
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H23年
8月

85

◎人口動態の推移 ◎応急仮設住宅入居戸数と住宅の自力再建数の推移

大町の現況（上）と
被災直後（下）

両石町の現況（上）と
被災直後（下）

42019.3.15広報かまいし5 2019.3.15 広報かまいし


